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　当行が使用する公用車を、ハイ
ブリッドなどの環境対応車に順次
切り替えています。 
　また、バイクについても、環境
に配慮した電動バイクを導入して
います。 

　開封テープと宛名ラ
ベルのみの簡易包装で
発送する「エコメール」
を平成１９年８月より導入
しています。 
　平成２０年度は６１，６９５
通をエコメールで発送し、
不要となる封筒やビニー
ル袋などの廃棄物９５６ｋｇ
を削減することができ
ました。 

地球環境に配慮 
「エコメール」 

「環境」と「人材育成」のシンボルタワー 
「しがぎん浜町研修センター」 

環境対応車導入率 77.6％ 

　当行の定める「グリーン購入基本方針」のもと、環境負
荷ができるだけ少ない商品やサービスを優先的に購入
する「グリーン購入」の実践に取り組んでいます。 

　平成２０年１２月に竣工した、しがぎん浜町研修センターは、「人（研修）」「環境」
「健康」をコンセプトに、「人材育成」と「環境を主軸としたCSRのしがぎん」
のシンボルタワーとして位置づけています。 
　特に環境面では、高品質な室内環境と省エネルギー、総合的な環境効率を
高めるために、太陽光発電や自然採光、屋上緑化をはじめ、当行の環境ビジネ
ス支援を通して実を結んだお取引先さまの最先端環境技術・製品を多数導入。
財団法人建築環境・省エネルギー機構の認証する「CASBEE※」で最高の「S
ランク」を、京都滋賀地域で初めて、西日本の金融機関でも初めて取得しました。 

　行内に「リサイクルシステム」を設置し、顧客情報などに関す
る機密書類を全店から集めて破砕処理し、再生紙工場に持ち込
んで、ノートやファイル、トイレットペーパーなどに再生しています。 
　平成２０年度は５０１tの紙ゴミを破砕室へ持ち込み、リサイクル
率は９９％になります。 

行内のリサイクルシステムで、 
紙ゴミを再生 

ノベルティグッズもグリーン購入 

ペットボトルキャップのリサイクル 夏・冬のエコスタイルで 
電力使用量を削減 

箱なしコピー用紙配達 
「エコラボはーと・しが」で環境と福祉に貢献 

　夏季の軽装により、室内温度を本部・関連会社は２８℃、
営業店は２６℃とし、電力使用量を削減して温室効果ガス
排出量を削減しようと「しがぎんエコスタイル」キャンペー
ンを全店で展開しています。 
　加えて、冬季は室内温度を本部・関連会社は２０℃、営業
店は２２℃に設定し、省エネ活動に取り組んでいます。 

守山市　 
なぎさ公園のひまわり 

守山市　 
もりやま芦刈園 

「関西エコオフィス大賞」受賞（平成20年7月） 

　関西広域機構が
主催する「平成19年
度関西エコオフィス
大賞」において、最
高賞の大賞（大企業
部門）を受賞しました。 

NEW！ 

　環境（不要な包装の削減）＋福祉（障がい者雇用
促進）に貢献できる、滋賀オリジナルのCSR活動です。 注目 ココ

に 

TOPICS

　行内のリサイクルシステムの活用により、機密情報
の漏洩も防止できます。 注目 ココ

に 

　お客さま自身が“グリーンコンシューマー”となっ
ていただけるよう、お客さまにお贈りするノベルティ
グッズ（頒布品）もグリーン購入です。 

注目 ココ
に 

　今回竣工した研修センターと同規模の建物を建てた場合と比較すると、
CO2排出量は年間約55ｔ削減（削減率22.4％）できます。 注目 ココ

に 

　「滋賀グリーン購入ネットワーク」
が進める、箱なしコピー用紙配達事
業「エコラボはーと・しが」に参加し
ています。 
　これは、共同作業所のスタッフが、通
常のダンボール箱の代わりに、何度も
使用できるプラスチック製の通い箱を
活用して、コピー用紙を参加企業へ配
達する取り組みで、本部で使用するコピー
用紙の一部を本事業より購入しています。 

　滋賀県内の企業が加盟する社会貢献組織「淡
海フィランスロピーネット（会長：高田紘一）」のペッ
トボトルキャップリサイクル事業に参加しています。 
　当行本店にてペットボトルキャップを回収し、
滋賀県内の共同作業所に提供。回収したペット
ボトルキャップは、分別・洗浄作業をへて再生業
者に販売され、その収益が共同作業所に還元さ
れています。 

　私がエコ検定を受検したのは、支店独
自の取り組みとして「個人の環境マインド
を高めよう、そのために希望者を募ってみ
んなでエコ検定を受検しよう」との支店長
の言葉がきっかけでした。 
　受検会場には以前勤務していた支店
のお客さまもおられ、改めてお客さまの環
境保全に対する意識の高さを認識しました。 

虎姫支店　横田 英男 

エコ検定合格者の声 しがぎん 
VOICE

　当行の環境ビジネス支援の中で実を
結んできた取引先の技術も採用し、環境
に配慮した店舗を企画しています。 
　例えば、ＡＴＭコーナーの使用電力相
当を賄う太陽光発電の導入や、雨水を植
栽への散水として利用しています。しかし、
ハード面の充実だけでなく、それを使用す
る役職員一人ひとりの環境への意識をよ
り維持向上させることが、本来の環境配
慮に繋がるものと考えています。 

総務部　八太 誠樹 

環境配慮店舗企画者の声 

地
球
環
境
と
の
共
存
共
栄 

「エコオフィスづくり」とは 
どのような取り組みですか？ 

Q.

CASBEE 
Comprehensive Assessment System for Building Environmental Effi ciency 
省エネや省資源・リサイクル性能といった環境負荷削減の側面はもとより、室
内の快適性や景観への配慮といった環境品質・性能の向上といった側面も
含めた、建築物の環境性能を総合的に評価するシステム。 

用
語
説
明 

自然採光／ 
スカイライトチューブ 
6階の廊下に屋根面採光
を5ヵ所設置。3階宿泊室
と廊下には、ハイサイドライ
トを設置。また、すべての居
室に十分な自然採光がで
きるように、効果的に窓を
設置。 

太陽光発電／ 
ソーラー街路灯 

4階デッキの両側に
発電出力10kWの太
陽光発電を設置。屋
上に蓄電池を備えた
太陽電池4.8kWを集
中設置し、街路灯へ
供給。 

屋上緑化 
宿泊室屋根部分は
天然素材土壌を用い
た省管理型のコウラ
イシバを採用。 

モニタリング（ＢＥＭＳ） 
中央監視設備に建物管理支援機能を持た
せ、エネルギー消費量の管理を行うとともに、
設備のシステム効率の評価を実施。 

高効率機器（ビル用マルチエアコン） 
電気使用量を約30％削減す
ることのできる空調機を採用。 

壁面緑化 
エントランス壁面にスナゴケの
壁面緑化を採用。 

超高効率 
アモルファス変圧器 
エネルギー
変換効率の
高い変圧器
を採用。 

健康壁紙 
宿泊室天井の仕
上材に通気性・
吸湿性の優れた、
高機能けいそう
土壁紙を採用。 

エコキュート 
従来の燃焼式給湯器よりも高い、省エネルギー効
果が期待できるヒートポンプ式給湯システムの採用。 

節水機器（環境トイレ） 
節水型、省水型機器などを採用。 

高効率照明器具（ＬＥＤ照明） 
エントランスホール照明にLEDを採用。
LED照明以外の照明器具も高効率のもの
で、センサーによる照明制御も採用。 

自然換気とペアガラス 
すべての居室に開閉可能な窓を設置し十分な自然換
気性能を確保。断熱性能の高いペアガラスを採用。 

水平ルーバー 
直射日光をカットしつつ間接光を導
入（空調負荷の低減）、また外部か
らの視線をやわらかく受けとめるスク
リーンとして、水平ルーバーを採用。 

備品など 
研修センターで使用する机、
椅子、宿泊室の寝具、食堂
の箸・食器などの備品は、リ
サイクル可能製品を積極的
に採用。 

木質加熱アスファルト 
リサイクルインターロッキングブロック 
駐車場床舗装に再生材
を使用した舗装材と、窯
業廃土を利用したインター
ロッキングブロックを採用。 

雨水利用 
建物の地下に雨
水貯留槽を設け
屋上緑化散水に
利用。 

夏 冬 
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